
- 1 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「石川県手話言語条例」施行にともない、広く県民の皆さまに手話を知っていただく機会として 

手話講座を開催します。 

手話に興味を持っていただくための講座となります。 

簡単なあいさつや、職場で活かせる手話を覚えてみませんか？ 

～手話サークル会員・手話関係者の方へ～ 

 県民手話講座は手話に初めて出会う県民向けの講座となります。 

ご近所の方やご家族にお声かけいただき、石川県内に手話の輪を広めましょう。 

申込先：石川県聴覚障害者協会 FAX 076-261-3021 ﾒｰﾙ deaf21@deaf-ishikawa.or.jp 

＊詳しくは配布チラシをご覧ください。 

七尾サンライフプラザ 第 24会議室 10月 5日（土）11：00～12：00 

輪島市ふれあい健康センター ボランティアルーム 10月 12 日（土）12：30～13：30 

イオンモールかほく グリーンコート 11 月 15日（金）10：30～11：30 

根上総合文化会館 204研修室 12 月 7日（土）13：00～14：00 

金沢市教育プラザ富樫 123研修室 1 月 22 日（水）19：00～20：00 

金沢市教育プラザ富樫 123研修室 2 月 9日（日）13：00～14：00 

加賀市市民会館 第 13会議室 2 月 15日（土）13：00～14：00 

野々市市情報交流館カメリア ホール椿 2 月 22日（土）13：00～14：00 

宝達志水町民センター アステラス 小ホール 2 月 29日（土）13：00～14：00 

 

金沢市教育プラザ富樫 123研修室 1 月 15日（水）19：00～20：00 

 

加賀市市民会館 第 13会議室 1 月 29日（水）14：00～15：00 

 

主催：石川県、社会福祉法人石川県聴覚障害者協会 
共催：輪島市、七尾市、宝達志水町、かほく市、野々市市、金沢市、加賀市、能美市 

mailto:deaf21@deaf-ishikawa.or.jp
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■期 日 ： 令和元年 12月 7日(土) 

■会 場 ： 石川県社会福祉会館(金沢市本多町 3-1-10) 

■受 験 料 ： 5,000 円 

■申 込 方 法 ： 期日までに所定の受験申込書に必要書類と受験料を添えて、お申込ください。 

詳細は試験実施要項をご参照ください。(試験実施要項・受験申込書は

http://www.deaf-ishikawa.or.jp/にてダウンロードしてください。) 

■申 込 期 間 ： 令和元年 8月 24日（土） ～ 令和元年 10月 4日（金）必着 

■問い合わせ ： 社会福祉法人石川県聴覚障害者協会 石川県登録手話通訳者試験委員会事務局 

〒920-0964 石川県金沢市本多町 3-1-10石川県社会福祉会館内 

        FAX：076-261-3021  TEL：076-264-8615 

かほく市 手話カフェのご案内 

＜お問い合わせ＞ 

かほく市健康福祉課 障害福祉係 

TEL076-283-7120 FAX076-283-4116 

昨年 10月に開所した、かほく市障害者相談

支援センターで、毎月第 4 火曜日に「手話カ

フェ」を開催！！地元のろう者が優しく手話

を教えてくれます。手話講座や手話サークル

に行ったことのない方も、一度「手話カフェ」

で手話を楽しく体験してください。 

もちろん経験者の参加も OKです！！ 

時間 13：30～15：00 
会場 かほく市障害者相談支援センター 
   （宇ノ気保健福祉センター内） 

開 催 日 

9月 24日 1月 28日 

11月 26日 2月 25日 

12月 24日 3月 24日 

 

  

このたび 8 月末をもちまして退職させていただくことになりました。 

たくさんの皆様方のお力添えをいただき、これまで務めることができましたこと

に感謝しております。心から厚くお礼を申し上げます。 

しばらくお時間をいただき、今後はお教えいただいた数々のことを活かし、登録

手話通訳者として活動してまいりたいと思います。 

これまでありがとうございました。 

                      小林宏美 
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ID タイトル 

4246 きょうの健康 信頼できる最新治療 1 軽症のうつ病（字幕／15 分） 

4247 きょうの健康 信頼できる最新治療 2 中等症・重症のうつ病（字幕／15 分） 

4248 きょうの健康 信頼できる最新治療 3 子どものうつ病（字幕／15 分） 

4249 きょうの健康 信頼できる最新治療 4 高齢者のうつ病（字幕／15 分） 

4250 手話で知りたい 成年後見制度の基礎～大切な財産を守るために～（手話・字幕／20 分） 

4251 きこえづらいってどんなこと？～難聴について知ろう～（手話・字幕／16 分） 

4252 ハートネット TV シリーズ相模原障害者施設殺傷事件  

言葉なくとも 重度知的障害のある人たち（字幕／29 分） 

4253 ハートネット TV シリーズ 罪を犯した発達障害者の再出発 

第 1 回 少年院の現場から（字幕／29 分） 

4254 ハートネット TV シリーズ 罪を犯した発達障害者の再出発 

第 2 回 出所、そして社会へ（字幕／29 分） 

4255 ETV 特集 亜由未が教えてくれたこと（字幕／60 分） 

4256 ハートネット TV WEB 連動企画“チエノバ”これだけは知ってほしい！  

聴覚障害の悩み（字幕／29 分） 

4257 ちびまる子ちゃん「まる子、東海道線駅弁の旅」の巻、他（字幕／25 分） 

 

要要約約筆筆記記のの豆豆知知識識  

要約筆記の方法は、大きく分けて「手書き」と 

「パソコン」があります。手書き要約筆記では、 

ＯＨＣ（オーバーヘッドカメラ）という機器を 

使用します。ＯＨＣは学校の授業で紙の資料を 

映す場面などで使用されることもあります。 

以前はＯＨＰ（オーバーヘッドプロジェクター） 

という機器も使用されていましたが、現在では 

ほとんどの派遣現場でＯＨＣが使用されています。 

 

 

 

ＯＨＣはプロジェクターと接続します。 

資料、本、手書きの文字をカメラで映してスク

リーンに投影されます。 

・１回の貸出は３作品まで。貸し出し期間は一週間です。ご利用の際は登録証をお持ち下さい。 

 

静かに更けゆく秋の夜長に DVD 鑑賞はいかがですか？お気軽にお越し下さい。 
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ろうあハウスプチショップ販売スケジュール 

◎第 54回石川県ろうあ者福祉大会㏌野々市市 

 日時：9 月 1 日(日) 9:00～15:00 

 場所：野々市市文化会館フォルテ 

 

◎福祉のつどい 2019 金沢 

 日時：9 月８日(日) 10:00～15:00 

 場所：金沢市 松ヶ枝緑地 

 

◎石川県障害者ふれあいフェスティバル 

 日時：9 月 22 日(日) 10:00～15:00 

 場所：金沢市 石川県産業展示館 4 号館 

 

ホワイトボード、おしゃれなマイバッグなどの制作はろうあハウス利用者、手話サークル「手の会」会員のみなさ

んにご協力をいただいています。商品はすべて手作りで心を込めて作っています。ぜひ一度いらしてください。 

ホワイトボード各種      

マイバック各種 

小物類 

ギャルソンエプロン等 

7 月 22 日（月）、今回の社会見学は石川県

小松市にある那谷寺と日本自動車博物館。 

午前中は那谷寺へ行き、大きな奇岩がある

ということで、苔が生い茂った境内を進むと、

高さ10数メートルほどの大きな岩が連なって

いました。その形が龍に見えたり、圧巻の光

景が広がっていました。庭園も見応えがあり、

景色がよく、落ち着く雰囲気でした。階段が

多かったので、利用者は足元に気を付けなが

ら散策していました。 

 午後からは日本自動車博物館へ。創設者の方が情熱を持って集められた展

示車両が約 500 台もあり、どの車もとてもきれいな状態で展示されていま

した。利用者は「昔、父さんがこの車に乗ったことがある」「スーパーカ

ーに憧れていた」など懐かしい時代の背景を感じ、会話が弾みました。 

地域活動支援センターろうあハウス 

ろうあハウスだより 


